首都圏における地方銀行の今後の戦略 (2011/11/11)
08bc134k 畑 優花
 (
4章：首都圏の地方銀行の今後の戦略
)
 (
ＣＳＲ
) (
＜従業員の研修、人事制度等＞
お客様の事を本当の意味で考えるには会社が従業員の事を考える必要がある。
（
CS
の評価が高い大垣共立銀行、十六銀行等。他行と異なる研修制度を行い、利益を伸ばす銀行を参考に）
) (
＜地域貢献＞
地域企業だけでなく、地域の人全てへの社会的責任
⇒スペインの例
) (
CS
の向上
) (
＜個人のお客様の満足度の向上＞
・お客様の意見を集めニーズを見出し、それを反映させる仕組み作り
・より地域のお客様に特化したサービス（メガバンクにはできない事）
・手数料等のサービス向上（顧客が求めること、というアンケートでも上位）
・地方銀行のイメージ、知名度向上等
・投資信託・ローン等のリテール商品販売評価
（メガは投信販売伸びているものの地銀は伸び悩み）
)



 (
地域密着型金融
) (
＜
中小企業金融
＞
不動産担保・個人担保に依存しない融資の必要性
⇒
ABL
融資の推進
)


 (
ＥＳの向上
)



 (
4章：首都圏の地方銀行の今後の戦略　（ＣＳの向上：投資信託販売）
)
 (
＜図１：大手銀行の投信販売額推移＞
　　　
＜図２：メガバンクと首都圏の地方銀行の投信販売額推移＞
（※大手銀行　：　
みずほ銀行、三菱東京ＵＦＪ銀行、三井住友銀行、りそな銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、住友信託銀行、中央三井信託銀行、みずほ信託銀行、新生銀行の
9
行
）
＜図３：都銀と地銀の投信販売額推移＞
　　　　　　　　　　　　　　
＜図４：都銀と地銀の投信口座数推移＞
(2011/6/27 日本経済新聞)　
みずほFG、三井住友FG の大手銀行3グループの2010年度上期（4～9月）の個人向け
投資信託
の
販売額
が、前年同期の約2倍の約1兆4500億円
)
[image: ][image: ][image: 大手銀行・投信販売金額推移　　金融財政事情研究会 金融証券調査室調べ。大手銀行とは、みずほ銀行、三菱東京UFJ銀行、三井住友銀行、りそな銀行、三菱UFJ信託銀行、住友信託銀行、中央三井信託銀行、みずほ信託銀行、新生銀行の9行。]
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 (
リテール強化を掲げる３行だが、投資信託販売額メガバンクに比べてあまり伸びていないと言える。
⇒収益力向上、ＣＳ向上のためにも投資信託販売強化が必要なのでは？
)



 (
専門的な人材の育成強化　、売り方以外の教育
銀行窓販は飛躍的に拡大しているが、それに研修等の教育が追い付いていない事が多い。
（日経ＢＰ　2011/2/23「知られざる銀行窓販の実態」）
問題なのは、販売の担い手である地銀若手行員の金融知識
レベルの低さである。地銀の若手行員は「売り方」しかならっていないという事だ。実際、リーマンショック時期
後の株価暴落の際、運用停止になった変額年金を持っている顧客の苦情・動揺に対して、まったく応対ができず保険会社の電話番号を教えた地銀もあるくらいだ（外資系保険会社は顧客対応窓口を持っていないため、かなり混乱し、その地銀は地元の信用をずいぶん落とした
）。
　　　　　　　　　　　　　　　　
htt
p://www.nikkeibp.co.jp/article/column/20110303/262217/
ローテラーへのより高度な教育
＜図５：投信窓販　販売担当者アンケート＞
（銀行リテラシー研究所の、千葉銀、日興コーディアル、コンサルの人の対談より
）
　地銀のテラー（窓口販売）の女性の方たちが涙を流しながら、「本部はどんなに辛い仕事か全然わかってくれない」と言う。私は、投資信託はすごく意味ある商品と考えていますが、現場で扱う人たちにとってはこんなに悲しくて辛い商品であるともいえる。
http://www.edit.co.jp/IFL/NewsLetter/vol06-01-05.html
⇒銀行員は「お客様の資産を守る」という意識が高いため、リスク商品販売に積極的に慣れていな値下がりへの対応もいまだに薄い。
　　
証券との融合店舗の拡大
　　
横浜銀行とTT証券　
１３／２０４店舗（６．４％）
　　
千葉銀行とちばぎん証券
　　１７／１７２店舗（９．８％）
三菱東京UFJとモルガンスタンレー証券
（関東のみ数えました）　３５／３５１店舗（９・９％）
　　
お客様に「次回担当者をお呼びします」と言って他社にビジネスチャンスを取られたり、気が変わられたりしない為にも、
融合店舗数の拡大は必要
⇒割合でみるとメガバンクと変わらないが、同じ地域に融合店舗数が少ないのは問題。改善すべきでは？
) (
支店での投資信託販売力拡大策
)
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 (
特に、日々お客様の資産（預金）を預かる、窓口のローテラーへの
「銀行で投資信託を売る意味」「お客様
の
資産管
理に
リスク資産が必要な理由」等
のより高度な教育が必要なのではないか。ここから、地方銀行の身近で親切丁寧
を発揮し、お客様に「全資産を近くの地方銀行に預けよう！」と思ってもらいたい。
)













 
 (
4章：首都圏の地方銀行の今後の戦略　（ＣＳの向上：ATMの手数料無料化）
)
 (
ATM手数料・・・時間外利用手数料、他行利用手数料、提携先利用手数料、振り込み手数料など
＜図６：時間外手数料の無料化サービス例＞
＜図７：銀行を選ぶ際に最も重視する事＞
顧客が銀行に求めているのは、やはり「手数料の安さ」！！
三井住友銀行、新生銀行、ネットバンク、郵貯銀行、りそな銀行等が有効な手数料無料策を講じているにもかかわらず、地方銀行３行は行っていない。
　　　　　
課題はそれによって減少する収益の確保、他の部分で手数料収入を増やさなければならない、というもの。
論文で挙げるこれ以外の策により、収益を向上させる（笑）
他行との共同システム等によるコスト削減策
ちなみに・・・
無料化が銀行にどの程度影響を及ぼすのか、
りそなホールディングスを調べてみました。
H19・11月より、
早朝・夜間・土日祝日のいつでも、りそなグループ
3
行の
ATM
が無料に。
＜図８：預金残高推移＞
　　　　　　　　　　　　　＜図９：当期純利益推移＞
しかし、金融危機の影響等もあり、ATM無料化による影響はいまいち分からず・・・
もう少しATM無料化をすべき理由と、それに対応する策を考え論理的にこれが成り立つ事を言えるように頑張ります・・・
無料化
)
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 (
個人顧
客を増やす策として最も有効なのは、この「手数料無料化」なのでは。
他行との差別化、顧客囲い込みのためには、今後この「手数料無料化」は避けて通れないはず！
)










[image: ][image: ]









 (
4章：首都圏の地方銀行の今後の戦略　（中小企業金融：ABL融資の推進）
)
 (
横浜銀行
（冷凍マグロを担保にした融資
　2007．1
）
①取引先保有の商品在庫（冷凍マグロ）の当初評価額に基づく当座貸越枠設定
②集合動産として動産譲渡登記
③毎月在庫保管業者より在庫証明書
を取得、在庫評価額に基づき貸出可能金額を算定の上借入人へ通知
④貸出可能金額＜融資残高となった場合、超過部分について借入人より弁済
千葉銀行
事務用文具卸売業に融資枠を設定
(2008．5)
常陽銀行
肉用牛を担保に融資極度枠を設定
(2007．11)
                      
)




 (
＜図９：横浜銀行ABL融資事例(マグロ)
＞
)
[image: ]





 (
「地域密着型金融への取り組み」としてABL融資という選択肢も増やしました！と３行ともディスクロージャー
等
にのせているものの実例はほとんどない・・・
)３－２９－１６


 (
＜
ABL
融資を進めるべき理由＞
無担保融資の減少
企業の担保の限界
他行がまだほとんどやっていない為、差別化、利益獲得
(
⇔累積データが少ない、初期費用が多くかかる
)
規模も大きく経営も安定している首都圏地銀にしかできないはず
) (
＜図
10
：
担保制約企業割合＞
)
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３－２９－１６３－２９－１６


 (
貸し手側の問題
)
 (
＜図
1１
：
経済産業省アンケート　「なぜABL融資を実施しないのか？」＞
)
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 (
■
ABLに対するに意識
（
④、⑤
）
⇒「ABLを実施さなくても利益上げられる、面倒だからやらない」ではなく、地域密着型金融推進の観点から、政府側からも各行本社側からも「それでも行うべき」という姿勢でABLに取り組むことが解決に繋がる。
)



 (
■
業界
（３行）
で一
標準的な
手法を確立する
必要性
⇒３行(業界)での事例の共有！根本的解決はこれに限る！
⑫⑮処分ルート
 
③⑮価格評価
どちらも、現段階自社でやるのは不可能。効率性を考えると外部機関に頼る必要性がある。しかし、外部機関に頼るとコストが高い。費用対効果が薄い。しかも面倒。やらない。というのが現状。
＊（例）外部機関
米国ほどではないがこういった機関も
日本にある！
ＡＢＬの利用実績がある企業は全体の
3.6%
。ただし、ＡＢＬの利用には至らないものの、
「金融機関等から融資の提案・紹介はあった」と回答した企業が
12.7%
、「金融機関等にＡＢＬについて相談を持ちかけた」が
3.6%。
⇒
認知の低さが問題。もっと金融機関側から提案していくべき！
＜そこに行きつくまでの理想的な流れ＞
意識改革
面倒なことをやってで
も多少初期投資が増えても、
融資を諦めない強い中小企業金融への意識を持つ
外部機関との連携と、成長性企業への営業
ABLを本当の意味で必要としている企業(下の中)向けでは、高い費用をかけるにも関わらずハイリスクローリターン。
その為、まずはそういった企業より優良な企業に「新たに担保を商品にして追加融資できますよ」と勧める。(成長が著しく、それに資金貸し出しが追い付かない企業等)
また、換金性の高い商品を持つ企業から始める。コストがかかっても、ある程度利子をとれるようにする。(他行は試みていないし、きちんとABLを説明すればニーズはある！)
事例の蓄積
　　　動産の評価手法の標準化は事例の蓄積あるのみ
)

 
[image: ABL 全体の流れ]

[image: Gordon Brothers Japan ゴードンブラザーズジャパン]




 (
借り手側の問題
)



 (
＜図
12
：
経済産業省アンケート　「ABLの認知度」＞
)
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 (
最終的に目指したいもの
)

 (
①　
多くの金融機関がまだ参入していないABL融資を通して利益拡大、地域貢献強化、CS強化
②　
ABL融資を使って、今資金を借りられていない企業（下の中）にも貸し出しが出来るようになる
)













 (
ABLを本当の意味で必要としている企業(下の中)向けABL融資
インフラ整備は後から付いてくるもの
では？
実際に調べてみると、
評価会社（アプレイザー）や実地調査会社（フィールド・イグザミナー）、登記・調査会社（
UCC 
サーチ）、オークションや商品の処分・清算（リクイデーション）
等の会社は日本にも存在している。
⇒まずは、①、②が重要になるのでは
)
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評価会社（アプレイザー）や実地調査会社（フィールド・イグザミナー）、登記・調査会社（UCC サーチ）、オークションや商品の処分・清算（リクイデーション）
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